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アノマロカ リス緊急展示 について

アノマロカ リスは、5億 年以上前 の多細胞 動物 の進化 の始ま りの頃の様子 を今 に伝 える重要 な化石 であ ります。今

年の4月4日 に発足 した京都大学総合博物館 に収蔵予定の貴重な標本の一つ として、最近報道 されま した。報道後、問

い合わせが相次 ぎ、所蔵されてい る理学部地 質学鉱物学教室 の御協力によ り、ア ノマ ロカ リスを急遽展示公開するこ

ととな りました。 一点 のみの展示であ ります が、現在 に開催 されてお ります春季展 「王者 の武装」 ご観覧 の皆様へ

の、特別サー ビス として ご鑑 賞いただける ようにいたしま した 。

平 成11年 には、化石 、動物 、植物な どの 自然史資料な どを保存 、展 示する建物 も開館予定です.そ のとき には、京

都大学 の250万 点にの ぼる学術標本か ら選 りす ぐった標本を展示公開いた します。 どうかも うしば らくご辛抱 いただ

きます ように。

今回 の緊急 展示で、 ささやかで はございますが、皆様か らの要望 に迅速 に対応す る,市 民 とともにある京大総合博

物館 をめざす気持 ち を示させて いただ きま した。館員一同の努 力で市民 に愛 され る、そ して文化 学園都市 ・京都にふ

さわ しい博物館 を作 り上げる所存で ございますので、 どうぞ ご声援いただ きますよ うによろ しくお願 いいた します。

京都大 学総合博物館館長 河野昭一



アノマロカ リスについて

大 野 照 文(総 合 博 物 館)

戸 田 健 太 郎(理 学 部4回 生)

アノマ ロカ リスは、今か ら約5億2千 万年前 の頃 の生物で.当 時 出現 した多細胞動物 の進化 を知 る上で 貴重な生

き物 の一つ です 。

生物の歴史

地球が誕生 したのは、いまか ら45億 年 くらい前、そ して生物が地球上に誕生 したのは、約39億 年前の こ ととさ

れ、最古の化石 は、35億 年 前のものです 。当時 の生き物 はバ クテ リアであった と考え らます。よ うや く20億 年前

になって、我々 の体 をつ くるのと同 じ、核やそ の他 の細胞器官 をそなえた複雑 な細 胞(真 核細胞)を 持 った真核

生物 が生まれ ま した。植物や動物 をはじめ とす るバ クテ リア以外 の生物 はこの真核 生物に含 まれ ます。最初の真

核生物 は、単細 胞だ った と考 えられ ますが、それか ら多細胞動物 が進化す るまで には、15億 年 近 くの時間が流

れ、 ようや く5億5千 万年前 に初めて多細胞動物が 出現 します(図1参 照)。 アノマロカ リスの化石は、多細胞動

物の 出現直後5億2千 万年前 のころの地層か ら見つか ります。

バ ー ジェス頁岩化石動物群

ア ノマ ロカ リスをは じめ として、多細胞 動物出現直後の頃に どのような生 き物が いたのか は、化石 の証拠か ら

よ くわかって います(図2参 照)。 それは、カナダのブ リテ ィッシュコロンビア州、カナデ ィアンロッキーの中

にあるバー ジェス峠とい うところに、当時 の非常 に保存の良い化石 を多数含んだ地層があ り、 ここの化石 の研 究

か ら明 らかに され ま した。 この地層は、海 底にた まった泥が固 まった もので、一枚一枚本 の頁 をめくるよ うには

がれ るので、頁岩(け つがん と読みます)と よばれています。 また、 ここか ら見つか る動物化石 は、まとめて

バー ジェス頁岩化石動物群 と呼 ばれ ています 。

図1多 細胞動物の歴史とバージェス頁岩化石動物群の年代(★) 図2バ ージェス頁岩の化石



ア ノマ ロカ リス の復 元

アノマ ロカ リスは、今か ら、110年ほど前、1884年 に見つか った化 石です。現 在は、復元 図のような動物だ ったこ

とが判 ってい ますが 、最初に発見 されたのは、 口の左右 にある触手 が外 れて化石 にな ったもので した。触 手は、そ

れだけで も10セ ンチ近 くあ り、エ ビの尾に似ています。発見 当時 は、 このため節足動物 と考え られ ま した。ただ

し、い くら探 して も頭 らしきものが見つ か らないので奇妙なエ ビ(つ ま りアノマロカ リス)と いう学 名がっ けられ

ま した。

そ の後 、ア ノマ ロカ リスの口も発見 され たのですが、 これ も体か ら分離 した もので、その円盤状の形か らクラゲ

のような 生き物 と考え られ ていま した。 口の部分 の化石 には、ペ トイヤ という名前が付 けられ ました。

1970年 代 に入 って 、バ ージェス頁岩 の化石 が再び詳 しく調べ直 され ま した。 そして 、初めてほ ぼ完全 な姿 のアノ

.コカ リスの化 石が発見 され 、この生き物 の全貌 が明 らかにな りました。 エビの尾 と考え られていた もの は、触手

で 、クラゲ と考 え られて いた ものが ロだ った というこ とも この とき初めてわか ったのです。 このよ うな正 しい姿が

復元 された のは、1980年 代 に入 ってか らの ことです 。

アノマ ロカ リスは、体長約50セ ンチ、バー ジェス頁岩 か ら見つか る最大 の動物で、一対の触 手で捕 まえた獲物を

環状の 口で砕 いて食べて いただ ろうと考え られて います 。また胴体 部分のひれ状の部分を波打 たせて泳いで いたと

されます。現在 の動物分類の どれ にもピタリと当て はま らないのですが、最近胴体 に節のある付属肢 がみつか り、

節足動物門 に属す る可能性が高 くな ってい ます。

バ ージェス頁岩化石動物群 が教える こと

1970年 代 に行 われたバー ジェス頁岩 の化石 の再調査 によって、多細胞動物 の進化の初期の頃には、実 に奇妙な動

物たちが多数生 きて いた ことがわか りま した。ア ノマ ロカ リスの他に も、五つの 目を持 ち頭 の先 か ら象の鼻のよう

な ノズルが突 き出 したオパ ピニア、体の前半部は節足動物 、後 半部は脊索動物 とも言うべきネク トカ リスな どは、

その一例です(図2)。 生物は、徐々に進化 しなが ら、多様 な生き物を生み出 して行く というのが、従 来の進化に

ついての考えかたで した。 しか し、バージェス頁岩化石動物群 は、多細胞動物の進化 に関 して は、 この考 えが当て

けま らない らしいことを教 えてい ます。 どうや ら、多細胞動物 は、進化の最初に現在見 られな いような様々な形の

_ざ 物 を生み出 した らしいのです。その後 、その多 くの ものは絶滅 して しまい、今 日もはやそ の子孫 を見る ことが

できないのです。多細胞動 物の進化が このよ うな様式 を持 っている ことはわか りま したが、なぜ 、進化 の初 期にこ

のような多様性が生 まれたのかにつ いては、まだ答えは あ りません。その鍵は、バージェス頁岩 を一 枚一枚、頁を

め くるよ うに調査す る ことによって明 らかにな るのか も知れ ません。

もっと勉強 したい人の ため に

バ ージェス頁岩の化石 を中心に書かれ た、つぎのよ うな本 がでています。

SJ.グ ール ド著 渡辺政隆訳 ワ ンダフル ・ライ フ 早川 書房1993524頁2600円(税 込 み)

アノマ ロカ リスの復元模型 について

アノマ ロカ リスの復元模 型(今 回の展 示につか った と同 じもの)は 下記で入手できます 。

株式会社 プ ンカ 〒111東 京都台東 区浅草橋5-25-2電 話03-3862-2651フ ァクス03-3866-7755



バージェス頁岩の化石再発見記

清水大吉郎(元 京都大学教官)

バ ー ジェス頁岩の化石

カナダ ・プリテ ィッシュコ ロンビアのカ ンブ リア紀 の化 石層バージ ェス頁岩 は、1901年 にウオル コッ トによ って発

見 され、一殺 に化石 に は残 りに くい軟体 部までよ く保存 され た特 異な動物群 として、専門家 にはよ く知 られて いた。

1927年 ウオル コッ トの死後はあ まり研 究 されていなかったが、1960年 代の終わ りか ら再び注 目され、 いくつか の新

発見が1970年 代 に入 ってか ら報告され始めた。

再 発見 は1976年 頃

1976年 にはコノ ドン ト動物で はな いかというものがバー ジェス頁岩 か ら報告 された。当時 コノ ドン ト動物 の正体 に

つ いては世 界の古 生物学者の関心が集 まってお り、私 もこ の論文を熱心 に読んだ。そ して1979年 の ある日、 こういう

化石 はひょっ とす る と標本倉庫 にあるか も知れ ないと思 った のが京大 のバージェス頁岩 化石の再発見 の発端で ある。

というのはそ の数年 前に標本整理 をして いて(正 直 いうとい らな いものを処分 した こと)、 中村新太郎先生 のもの ら

しいカナダ の標本が あった ので中身を見な いで取 りのけてお いた のを思 い出したか らである。

早速探 してみる と、B.C,(ブ リティ ッシュコ ロン ビアの略)と かBurges(バ ージェス)と 書かれた ラベルの標本が

あ り、詳 しく見てみる と、三葉虫、腕足 類 といった普 通の化 石の他、珍 しい単板類や、 なんと も判 断できな いが扁平

にお しつぶ された化 石がい くつもある。 三葉 虫の中にはふつ う残 らない触角や付属肢のつ いた ものもある.最 近有名

になったアノマロカ リス も見 つか った(こ れは当時まだエ ビのよ うな もの とされていた).写 真 をとった りしたが、

それはなかな かの難物 であった。

バ ージェス頁岩を京大へ もた らしたのは中村新太郎先生

こうい う珍 しい化 石がなぜ京大 にあるのか、誰 に聞いて もわか らな かった が、いろんな記録 を調べ ると、地質学鉱

物学教室 の初 代の教授 の一人である中村 新太郎先生が、1936年(昭 和11)7月 中旬、欧米各 国視察 のため横浜 を出

帆 された ことがわか った。標本の番号 でみる と、プ リテ ィッシュ コロンビアから東 へ進 み、.ヨーロ ッパへ渡 られた 。

そ して翌37年(昭 和12)2月 神戸へ帰国 され たと雑誌 に報 じられて いる。

中村先生は 当時世界 的にも数少な いカ ンブ リア紀の地 層の専 門家であったので、バー ジェス 頁岩 を最初の 目的地 に

された と考え られる。 この貴重な化石がそ の後 人知れず しまい込 まれていたのは、その年 の7月 日中戦争が始ま り、

先 生もまた病床につかれ、1941年12月8日 に亡 くな られたため に、整理 ・記録 され ないま まにな った のだ と考 え られ

る。

発 行:京 都 大 学 総 合 博 物 館

〒606-01京 都 市 左京 区 吉 田 本 町

電 話075-753-3272(事 務)

075-753-2853(展 示)

フ ァ クス075-753-3276

編集後記:

報道 による反響 の大 きさに、大急 ぎで この企画 を立 てま した。理学

部地質学鉱物学教室 、元教官 の清水大吉郎先生、 また 、 「王者の武

装」展示関係者 のご理解 も得 て展示に こぎ着け ました。 緊急 とい うこ

ともあ り至 らな い点が あ ります こと、また一点のみ しか展示 できない

ことな どお許 しくだ さい。(大 野 照文)


